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論文の内容の要旨及び論文審査の結果の要旨の公表    

 

学位規則第 8条に基づき、論文の内容の要旨及び論文審査の結果の要旨を公表する。 
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○授与番号    甲 第 711 号 

○授与年月日   2011 年 3 月 31 日 

○学位授与の要件 本学学位規程第 18 条第 1項 

         学位規則第 4条第 1項 

○学位論文の題名 地盤環境振動の伝播特性及び地形・地質の影響に関する研究 

○審査委員    （主査）早川 清（立命館大学理工学部教授） 

             深川 良一（立命館大学理工学部教授） 

建山 和由（立命館大学理工学部教授） 

             松井 保（立命館大学理工学部客員教授） 

 

＜論文の内容の要旨＞ 

本論文では、大都市における鉄道交通による地盤環境振動と地形・地質要因などの関連

付けを行なった。その結果として、地盤環境振動と沖積・洪積分類を基本にした「地形・

地質分類」との相関は認められたが、地震の地盤指標である「微地形区分」や「計測震度

増分」との相関は認めがたいことを解明した。振動レベルと地形・地質分類との相関では、

かならずしもやわらかい地盤での振動レベルが大きい訳ではなく、逆に「台地・丘陵地に

近接した低平地」や「台地の縁辺部」で大きいことを明らかにした。次に、モノレール交

通による地盤環境振動事例においては、苦情の生じた住宅地の特異性と振動レベルとの関

係について解明した。その結果、特に 10Hz 以下の周波数帯域の振動が、特徴的な地形や地

質の住宅地に伝播して苦情に繋がっていることも解明し、おわん状地形の縁辺部において

振動レベルの増幅が大きいことも明らかにした。これらの地形・地質要因を、模型実験や

ＦＥＭ解析で検討することで、特異な地形・地質における振動レベルの増幅現象の再現性

を示し、特に低周波振動成分の遠距離伝播特性を解明した。また、模型実験においては、

波形再現性の良好な走行加振法を提案した。さらに、工場機械振動についても、機械構造

の違いによる周波数特性と、4～7Hz の周波数成分が減衰しにくく伝播していることも解明

した。 

以上より、本研究で得られた地盤環境振動に対する物理的現象は、主に軟質地盤中を伝

播する距離減衰の小さい低周波振動に起因し、その伝播過程における地形や地質要因が大

きく影響すること、また、波動の様相やその強さが変化することで、振動加速度レベルの
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増幅される地点の発生することなどを解明した。これらを支配する要因としては、その伝

播経路および受振位置における地形や地質に起因することを明らかにした。 

  

＜論文審査の結果の要旨＞ 

人の感性に影響を受ける地盤環境振動は、物質公害とは異なる感覚公害として、その振

動特性、取り扱い方や判定基準および振動公害に至る原因究明の研究において、多くの未

知数や不確定要因を持ち合わせているのが現状である。 

本論文では、道路交通、鉄道交通および工場・事業場を振動発生源とする地盤環境振動

の振動特性や伝播特性を明確にし、地形や地質の影響がその伝播特性に及ぼす影響につい

て解明している。鉄道交通振動では関西・関東の大都市圏で測定された 178 組に及ぶ振動

レベルを含む計測地点の情報について、インターネットで公開されている地震時における

表層地盤の挙動に関連する地盤の分類も含め、振動レベルとの相関を試みている。その結

果として、地震時における表層地盤の区分は、地盤環境振動の振動レベルと相関が強い訳

ではなく、地形・地質分類が振動レベルに強く相関することを明らかにしている。これは、

解明されていない現象に関する膨大なデータの整理能力と、関連性が強いと考えられる要

因を選定する能力など、波動と地形や土質に関する専門知識が必要であり、それらを結論

に結びつけたことは評価に値する事項である。 

道路交通、モノレール交通および工場機械から発生する振動については、発生源別振動

特性に関する周波数単位の伝播の様相に関して、詳細な振動特性と伝播特性の関係を明ら

かにしたことは高く評価できる。 

また、模型実験では衝撃加振や定常加振による実験を行う中で、計測データの精度の向

上や振動波形の良好な再現性を目的として、新たな加振方法である模型電車による走行加

振法を提案し、実際の実験において実践することで、その計測精度の高さを有意義に活用

することで、特徴的な地形・地質の伝播経路における振動特性の変化の様子を正確に捉え

たことは高く評価できる点である。 

本論文の審査に関して、2011 年 1 月 31 日（月）15 時 50 分～17 時 10 分環境都市系第３

会議室において公聴会を開催し、申請者による論文要旨の説明の後、審査委員は学位申請

者田中勝也に対する口頭試問を行った。各審査委員および公聴会参加者より、加振力、３

次元ＦＥＭ解析、変形おわん状地形などの質問がなされたが、いずれの質問に対しても申

請者の回答は適切なものであった。よって、以上の論文審査と公聴会での口頭試問結果を

踏まえ、本論文は博士の学位に値する論文であると判断した。 

 

<試験または学力確認の結果の要旨＞ 

本論文の主査は、本論文提出者と本学大学院理工学研究科総合理工学専攻博士課程後期

課程在学期間中に、研究指導を通じ、日常的に研究討論を行ってきた。また、本論文提出

後、主査および副査はそれぞれの立場から論文の内容について評価を行った。 
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 本論文提出者は、本学学位規程第 18 条第 1 項該当者であり、論文内容および公聴会での

質疑応答を通して、本論文提出者が十分な学識を有し、課程博士学位に相応しい学力を有

していると確認した。また、本論文提出者は、海外（アメリカ・韓国）の専門雑誌に複数

編の論文を投稿するとともに国際会議での研究発表も多く、質的に優れた研究業績により

後期課程 2 年半在学での修了が適当と判断した。 

 以上の諸点を総合し、本論文提出者に対し、「博士（工学 立命館大学）」の学位を授与

することを適当と判断する。 


